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東京都少年サッカー連盟 委員長� 高山�清

技術指導部長 井上�雅志

k»

¡wz®

ŃĤġńŒŗ¼

�#

µ*j O�j �� µ*j O�j Śµ*MÿęO�j

�:� ØÚ ×ÜÜ �:� ÝÜ ÛÜÚ ÛÕÝ

pF:� ÝÜ ÚØÖ ÚÕÚ

¸´ v�ÆBFįĸħŗÂ�_«cAÅñ�cû�VċÄ^¦[ċÿĔĉ

à²Ą�lûĚÔ

á�lĞ�ĂÿĹĩĽĸĩċ�eĞûĚŘŃĠŗĳĺĶĸķċ½ŖńŒŗċÄ`řÔ

âh>ĉËĝę¢õĚ

ã�x�ĉĭŊōĽīŗıŎŕąòĚ

äŐĳņĩĺċQĞĕĄĚ

£´

Ä^+6ċ�ę�öĚ7ĖŊĳñ�ÿqċ7ċdõ*ìñ�uĄìĚķŗŋñ9ðĂÿç�ĉ¨ìÍ2�ċķŗŋČæķŗŋċ�QĉĈĂĄìĚÄ

^ċ7ċðõmñ�-òąæ/ęĕþěĉKĂLĘěæķŗŋ��ąÐLĜíĆìí�-òċÍ2�Ğ�ýĄìÿç

Ä^ČæĎĆăĎĆăċńŒŗĐċ(ę ēĖķŗŋċ�ÊĀõąĈó@\ķŗŋĖŒŃĤŐŗĉ@ùĄĕæ:�,ċĆïęŃĤġńŒŗñ9óēĘěÿ

�rĘùì:�ąëĂÿç

÷ċF	ĉïìĄæĒüŇŗőĞ�bùÿqŘĦŕİŇŗőřċĹĩĽĸĩċ�eĆþċÿĔĉĦŃİŇŗőċqĉėę¨ì��Ř²Ą�lûĚřñąòĄìĚðĉÇ�Ğïì

Ąæ°?ĞªĂÿç

�ĔĚæ¿ĚæÃď�ċĹĩĽĸĩĉËùĄČæ�ċëĚ�ąċÄ^ċ����ċĹĩĽĸĩċ½ČÓóæ�ĉŃŐŗĨĸĩĖĭŗļŗĨĸĩæŊĻőıōŗĺċĨĸĩċ½ñÓ

ìÄ^ñìĚķŗŋñ9ó¯Ęěÿç�ùæńŒĸıŌŗċëĚ�ąċ�lĞ�ĂÿĹĩĽĸĩċ�eĆĈĚĆæŊĳĞUěĄìĚċðĴŗŃĹĢŗĉńŒŗûĚ÷Ćĕ9óæĒüæ

<iĞùĄĕ¨ìċąĺŏģùĄēĚ÷ĆĖĺŏģñ�uĚ_«ĞÀĉ�õøýĚ÷ĆñR®ąëĚĆXúÿçĒÿæĺŏģùĄìÿÄ^ĕńŒĸıŌŗċëĚ�ąČæ��Ė��ċ

Ïą·Ñĕ9óæ²Ą�lûĚ÷ĆĖ"òĈñĘċĹĩĽĸĩċ½ĉËùĄČ�Nċ·ÑąëĚç

ĦŃİŇŗőąČæĿŗĻŔŗĩąòĚÄ^ĕ9ó¯ĘěÿñæŇŗő/ÁĀõĞ²ĄX±�ĉ"ó÷ĆðĘæŇŗő
8ċĕċĞ²Ą!w�ĉððĝĚ÷ĆĐ"òċ½ĕÓĔ

ĄìóR®ñëĚĆXúÿç

ĮŗőĨŗŀŗĉËùĄČæıōŗĺĳĺĸńċ_«Č���ĉÓóæĒÿæÀÉñĮŗőĉ@ùĄĒĀĒĀ�ìF	ąëĚñæĿģŇŗőċ@SĕëĚ�JąòĚĆXúÿç�

ùæŝŞĆċÂfĖŁőĻġĸńĉËĝěĚÄ^ČÎEĉBĈóæşŠĞ.ĔÿĺŒŗĽŕĪĞªĂĄìóR®TĞXúÿç

ŜĪőŗńą×�ĉĈĂÿßÞĺĸħŗľċÄ^ÿāČæ����ñŇŗőĞ©ā�ðýĘěĚ_«ñëęæĦŕąĕĦŃąĕ²Ą�lùĈñĘĮŗőĞ�cûńŒŗĞķŗŋĆù

Ą(ę ğąìÿçĒÿæh>ĉĝÿęæ�0ñððĝę¢õĄńŒŗûĚ÷Ćñ�uĄìÿç

��Ä^ĉÄčěĄìĚÄ^ÿāČæĳłŗĻñëĚ�ąċæ²Ą�lĖ�lĞ�ĂÿĹĩĽĸĩċ�eæ>�ąĕ²Ą�lù¨ìňĲıŎĽŕĪĞ(ěĄìÿç��Ä^ĉÄ

čěĄìĈìÄ^ÿāĕæĒĝęċ��Ğ²üĉX±�ĉńŒŗûĚċąČĈóæ§�ą²Ą�lùþċ�ą!w�ĉĹĩĽĸĩñ�eąòĚėíæ�èċĹĩĽĸĩċ½ĞÓ

ĔĄìóĆĆĕĉæ�èċŒŅőġĸńĞķŗŋċŒŅőġĸńĉ¤öæėę'ùì�5ċ�ąĕďěĈì_«ĞÀĉăõĄ~ùìç

Śµ*MÿęO�j

ÜÕÝ

²Ą�lûĚ÷ĆĉËùĄČæ�ċëĚ�ąČæÒĞ�öĄĒĝęċ��Ğ�¶ùėíûĚW¹ñÓó���ĉ¨ó�uĄìÿç�ùæńŒĸıŌŗĞ)

õÿ��ċ�ąČæYĄĄùĒíÄ^ñ9óæŇŗőĞ�%ĉ<ĂĄùĒíīŗĳñ9èëĂÿçĒÿæŊĳĞUěĄìĚċðæĭŕĺœŗőŘ�lřýüæ

ŔŕĶĸķą�ĉ�ûĈćæĴŗŃĹĢŗĉńŒŗĞûĚÄ^ñ9ó¯Ęěÿç

>�ąČæ�ċ�ċÄ^ĐċġńœŗķČoóæńŒĸıŌŗĞðõĉªóŖ=ìĉªóW¹ČÓðĂÿç�ùæŉŗĩĖ��ĉSúÿňĲıŎĽŕĪĞ(

ěĚÄ^ČæBĈðĂÿç

÷ċF	ðĘĦŃİŇŗőċĆòĉæhgąĕ>�ąĕæ²Ą��ĉSúÿńŒŗċÄ`ñąòĚėíæX±�ąČĈóæįĸħŗċ&�&�Ğaøîÿ

�ą§�ą�lù§�ĉńŒŗûĚ ĞÀĉăõĄìóR®ñëĚĆXúÿçĀðĘ÷þæ§�ą²Ą�lùĄńŒŗûĚ÷ĆċyùøĞîĄìó÷Ćą

Ä^ċ[ÉĉăĈöĄìòÿìç

�lĞ�ĂÿĹĩĽĸĩċ�eąČæ�ċëĚ4ÏąČæĦŃİŇŗőąĕæŇŗőĞbĂÿNąĕæÒñ¨ó�ñęæ��ĉSúÿ¨ì�lĖĹĩĽĸ

ĩĕ�eøěĄìÿçùðùæàċ²Ą�lûĚĆ÷Ĝ+{æńŒĸıŌŗĞ)õÿ��ąČæĦŃİŇŗőą/ęĞ¯Ě÷Ćĕ�uüæŃĠŗĳĺĶĸķĕ

¾�ĉ�ĔĚð�^ċìĚĆ÷ĜĉĭŕĺœŗőùĄìÿç��Ä^ĉÄčěĄìĚÄ^ÿāČæńŒĸıŌŗċëĚ�ąĕæ��ĉSúÿŃĠŗĳĺĶĸ

ķĉD;ñ¯Ęě}ċńŒŗĉăĈöĘěĄìÿçĒÿæ�ò�Ė"òĈñĘċńŒŗĕ��Ä^Čæ�ěÿĹĩĽĸĩĞ�eùĄìÿç

ńŒĸıŌŗċëĚ�ą!w�ĉ�îĚĹĩĽĸĩŘ�ĔĚæ¿ĚæÃďřĞĺŒŗĽŕĪðĘ�ēÇĊĄæńŒĸıŌŗċëĚ�ąĕ©ā�ìĄR®ĈĹĩ

ĽĸĩĆ"òĞ�eąòĚėíĈ¥Z$ĞPHûĚR®ëĚĆXúÿç

Ňŗő/ÁąČæđĆğćċÄ^ñh>ĉĝÿęËĝĜíĆûĚńŒŗñ9ðĂÿç�ùæŇŗőðĘÌěÿ4]ąČėę¨ìňĲıŎĽŕĪĞ(ĜíĆù

ÿęæ��ĉSúÿ"òñBĈðĂÿçĒÿæşŠÄ^ČæņļőĹĢĥŐġąċńŒŗČ�uĚñæŝŞċ¬ċīġĖňĵĸıŎŕĉËĝĜíĆûĚÄ^

Čæ��Ć³ĂĄììôĘìĀĂÿĆXúÿç÷ċėíĉşŠĞ.Ĕÿłĸķ�ċ�Ä^ñ��ĉSúÿńŒŗĖňĲıŎĽŕĪĈćéËĝĚ½êċÅ�Č

�Nċ·ÑąëĚĆXúÿçŊĽĬŗŋĈćąæįĸħŗċ&�&�ĞaøîĈñĘæËĝę¢õĚX±ĞÀĉ�õøýĚR®TñëĚĆXúÿç��Ä

^ĉÄčěĄìĚÄ^ÿāĖŜĪőŗń×�ĉĈĂÿĺĸħŗľĈćČæÃ"Èĕ9óŇŗőðĘÌěĄìĚ��ąĕËĝęĞbā¢õĄìÿç

ŜĪőŗńåĺĸħŗľ

:�,åĿĺŉŗĩŃĤġńŒŗħĸńå�ÙÚ1åv�ÆÚF�įĸħŗ:�ååŜĪőŗń

ÜsØÖnŘ3řÜsØ×nŘnř I�tnĪŏŕĻŖI�BFįĸħŗ4

å

ŜĪőŗńåĺŐńŒĸĶ�º

śŜ_«cAÅÉå|Cå�G



大会テクニカルレポート

日時� 会場

東京都少年サッカー連盟 委員長� 高山�清

技術指導部長 井上�雅志

文責 技術指導部 斎藤�拓

結果概要

フェアプレー賞

優勝

試合数 得点数 �� �
 	�
 �����	�


今大会 24 120 ��� �� ��� ���
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講評 東京都少年サッカー連盟技術指導部が目指す理想の選手育成のために

①観て判断する 

②判断を伴ったテクニックの発揮をする（ファーストタッチの質・プレーの選択） 

③攻守に関わり続ける 

④積極的にコミュニケーションできる

⑤リスペクトの心をもてる

総評

ポジティブな声かけが出来る選手が非常に多かったが、具体的な指示・自分のプレーを伝えられる選手はあまり多くなっかったように感じた。

スローイン・ゴールキックなど相手チームのボールでも取りに行くなど非常に相手をリスペクトしたプレーが多かった。また、試合開始・終了後の挨
拶も大きく、はっきりしたチームが多く、観ている人も気持ちよくなる試合が多かった。

選手一人一人のテクニック（止める・蹴る・運ぶ）は高く、素晴らしかった。特に、ボールを持った時に仕掛けられる選手が多かった。DFからでもチャ
ンスと感じたときは積極的に攻撃参加する選手もいて非常に見応えのある試合が多い大会であった。ただ、よりプレッシャーの厳しい中でテクニッ
クを活かすかすためにも、この年代からオフザボールの時により良い準備をすること（常に観ること・観ておくこ）を習慣づけて行く必要がある、とも
感じた。
ゴールキーパーに関してはキャッチングなど基本技術は安定してた。また、接触を恐れず勇気を持ってプレーできる選手も多く年々ゴールキーパー
のレベルが向上していると感じた。ただ、積極的にビルドアップなど攻撃面で関われる選手・具体的な指示を出せる選手は少ないと感じた。
各チーム球際は非常に厳しかったが、フェア・クリーンに戦い比較的ファールの少ない試合が多く観られた素晴らしい大会だった。

1試合当たり得点数

5.0

ボールをもらってから観る選手が多く、相手のいる方にコントロールしてしまい簡単にボールを失ってしまう場面やオフの時に攻守において効果的
な関わりが出来る選手が少なかった。また、ディフェンスラインでのノージャッジなプレーもあった。ポゼッションをすると奪われるリスクもあるがこ
の年代から簡単にボールを失わないこと、そのため、オフのときに常に観ること、予測をすることなどの習慣付けが必要だと感じた。

スペースへコントロールするなどゴール前ではファーストタッチからフィニッシュへ持ち込むなど良いプレーがあったが、自陣ゴール前ではフリーな
状況でもノージャッジなプレーが見られた。また、観ているがファーストタッチが足元に入ってしまいヘッドダウンしてしまう選手・選択肢を多く持て
ないコントロールをしてしまう選手も見受けられた。この年代からテクニック（止める・蹴る・運ぶ）の反復を徹底していかなければならないと感じた。

パスを出した後もサポートをする選手・アプローチを連続で行う選手などプレーの連続性は非常に多かった。ただ、攻守においてボールから遠い選
手が何気なくボールを見ていたり、予測をして良いポジショニングをとり続けることはなかなか出来ていなかった。この年代でも全員が常に関わり
続ける意識を持ってプレーすることを習慣にしていく必要があると感じた。

Cグループ�JACPA東京FC�

大会名�ハトマークフェアプレーカップ�第34回�東京都4年生サッカー大会��Cグループ

6月20日（土）6月21日（日） 府中朝日グランド・府中少年サッカー場
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Cグループ�九曜フットボールクラブジュニア�
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